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（台湾・国立高雄第一科技大学） 

 

1. 『楊輝算法』について 
 『楊輝算法』は、宋・元時代の数学者、楊輝（1261-1275年に著作活動）よってまとめられた３

種の数学書の総称である。３種とは、『乗除通変算宝』(1274年)３巻、『田畝比類乗除捷法』(1275

年)２巻、『続古摘奇算法』(1275年)２巻であり、銭塘（現在の杭州）で著述されたものである。 

 『楊輝算法』は、宋元代に発展した中国数学の内容を平易にまとめたものとして貴重なものであ

る。天元術の記述はないものの宋元時代の数学業績６種1が述べられている。 

すなわち、「乗除歌訣」は、『乗除通変算宝』巻中で述べられている。 

「方陣」は当時の数学書では、もっとも詳細に記述されている。これは、『続古摘奇算法』巻上第

１節になっている。 

「翦管術」は、『続古摘奇算法』巻上第１節に記述がある。和算でも、同じ術語を使っているほど

である。しかし、除数が互いに素ではない場合や、「大衍求一術」が述べられていないので、複雑な

計算は、『楊輝算法』からでは独学できないだろう。 

「垛積術」は『田畝比類乗除捷法』巻上第35題に簡略に記述されている。 

「方程論」では、独自の研究がある。これは、二次方程式の解が２つあり、その時には、「翻積法」

を用いると言うことが、『田畝比類乗除捷法』巻下、第９，10題に記述がある2。 

 円の問題は、『田畝比類乗除捷法』巻下、第23題にあるが、これも初等算術の範囲内の問題であ

る。 

 このように、『楊輝算法』は、広い範囲を網羅する数学書であるが、各内容の記述は深くなく、初

級算術書と言える。実際、李氏朝鮮では『詳明算（法）』（安止斉、1373年）『（算学）啓蒙』（朱世

傑、1299年）と並んで、試験科目に挙げられている3。天元術が述べられているにせよ、啓蒙と題

する『算学啓蒙』と同等と言うことは、『楊輝算法』も啓蒙書と見なされていたに他ならない。 

楊輝は、『楊輝算法』を使って数学教育に従事していたとも言われるが、確証は残されていない。 

『楊輝算法』は、中国では明代に一時散逸してしまい、朝鮮に残されていたものが現在に伝わっ

ている。『四庫全書』に収録されなかったためか、ほとんど忘れ去られていたが、阮元（1764-1849）

らの努力によって宜稼堂叢書（1842年）に収録され、流布した。しかし、この版本では、『続古摘

奇算法』巻上、すなわち方陣部分が欠落していた4。 

また、日本の和算家たち、特に関孝和（1642?-1708）を始祖とする関流では、『楊輝算法』は重視

されていたようである。1661年に関孝和が写本したとされる『楊輝算法』が、富山県新湊市博物館、

高樹文庫に残されている事からもそれが伺われるだろう。石黒高樹（信由）（1760-1836）は、関流

の和算家だからである。 

このように、『楊輝算法』は、稀覯本なので、版本ばかりではなく写本の流れも追跡する事が可能

である。 

 今回、文部科学省科学研究費補助金、特定領域研究「江戸のモノづくり」（平成13年度～平成17

                                                   
1 李儼、1937:4によれば、「乗除歌訣」（九九、割り声）、「縦横図説」（方陣）、「数論」（「中国剰余定理」＝

「翦管術」）、「級数論」（「垛積術」）、「方程論」（高次方程式の解法、「天元術」）、「割円術」（円の研究）

であるという。 
2 拙稿、1991、および1995参照。 
3 金容雲、金容局、1978:181。 
4 三上義夫、1932-4、李儼、1930;1954-5,vol.2:93-119. 
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年度）A01-7日本天文暦学史料のグローバルな調査と総合目録の作成」の助成により、高樹文庫の

調査をすることができた。そこで、高樹文庫本『楊輝算法』の新たな発見を報告し、あわせて和算

家・暦家の写本の流れを考えたい。 

 

2.先行研究と残された問題点 

高樹文庫蔵書『楊輝算法』は、４つの意味で、非常に貴重な史料である。 

まず、一つ目は、『楊輝算法』自体が、あまり流布しておらず、その方陣部分まで全部揃った『楊

輝算法』の全貌を伝えるものとして、日本に存在するのは10部に満たないからである。 

二つ目は、中国で流布している『宜稼堂叢書』との違いである。『宜稼堂叢書』本では、方陣部分

が欠落しており、日中同時代の「数学」に対する観念を見る上でも重要な史料と言えよう。 

三つ目は、巻末には、関孝和が写本したとされる記述も残されており、関孝和の数学学習過程を

知る上でも非常に重要である。元になった朝鮮版本の誤りを修正しており、写本として貴重な存在

である。 

四つ目は、この本が、富山県新湊市に残されているという事実である。朝鮮版本は、筑波大学（東

京教育大学）、宮内庁書陵部、尊経閣文庫と、江戸に集中しており、これがどのようにして伝わった

のかは、和算の伝搬過程を知る上で、貴重な史料である。どのような経路で伝わったかは、これま

でほとんど研究されていなかった。 

『楊輝算法』の版本の近代的研究は、三上義夫1932-4によって始まった。三上義夫（1875-1950）

は、東京高等師範学校（現、筑波大学）、宮内省図書寮（現、宮内庁書陵部）、内閣文庫（現、国立

公文書館、行方不明）の３本を報告している。児玉明人.1966:7では、東京教育大学（現、筑波大

学）に２本、尊経閣文庫に１本がある事が報告された。 

中国では、三上義夫が入手した高樹文庫本の再写本を三上自らが再々写本したものを贈られた李

儼（1892-1963）が、調査を進め、静嘉堂文庫（現、国会図書館静嘉堂文庫）に毛晋（1598 ～1652）

の写本があることを突き止めた。これが、宜稼堂叢書の原本となったものである5。 

李儼は、『永楽大典』系列の研究も進めた6が、これを完成させたのは、厳敦傑（1917-1988）7で

ある。『楊輝算法』も含まれている『諸家算法』8が『永楽大典』（1409年）のどの部分かを明らか

にした。 

これらの研究で、多くの事は解明したが、残されている問題点として、次の２点が挙げられよう。 

一つ目は、関孝和の写本した年代の問題である。巻末に「（本ノマヽ）寛文辛丑（元年、1661年）

仲夏下浣日訂写訖 関孝和」とあるが、寛文癸丑（13年、1673年）を訂正して、このようになって

いる。そのため、1673年説を採るものもある9。 

この問題は、関孝和の初期の数学学習過程を探る上で非常に大きな問題である。1661年であれば

20才頃であるが、1673年であれば、30才頃になってしまう。当時の30才は壮年であり、実際、関

孝和も『発微算法』を1674年に著している。つまり、新しい業績を生み出している数学者も注目す

る数学書が『楊輝算法』という事になる。反対に20歳であれば、少々遅いが、初学者として注目し

たのが『楊輝算法』になるからである。 

二つ目は、写本の所有者、石黒
いしくろ

信
のぶ

由
よし

（1760-1836）がどのようにして、『楊輝算法』を入手したか

                                                   
5 李儼、1930;1954-5,vol.2:97. 
6李儼、1928;1954-5,vol.2:83-91. 
7厳敦傑.1966;1985.厳敦傑.1987. 
8 『諸家算法』は、阮元が1809年頃に写本し、莫與儔（1799年進士）が入手したものと考えられる。莫友芝（1811

～1871）、その子莫繩孫（1923年、『邵亭知見伝本書目』出版）から李儼へ渡ったものか（城地茂、1996）。 
9 平山諦、1993:202-203。 
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である。 

この問題は、和算、特に関流算術がどのように地方へ普及したかを探る上で非常に重要である。

石黒信由は、加賀藩の肝煎（庄屋）10であるが、藩士というわけではない。その石黒が、藩の稀覯

本である尊経閣本を閲覧できたかどうかが疑問である。はたして、 

 

3. 新湊市博物館高樹文庫の調査 

（１）写本者、中田高寛 

 まず、これまで、石黒信由の写本と思われていたのは、筆跡から、その師である中田高寛
たかひろ

（1739-1802）の写本である事が判明した11。「寛」の文字の特徴が下図のように一致している。 

 

図1 免許状12の署名 図2 高樹文庫本の年紀 

 

また、その他の書籍13の筆跡からも、『楊輝算法』は中田高寛の写本であることが分かる。 

                                                   
10 1784年、高木村肝煎（庄屋）になり、1835年に射水郡年寄列（十村役（惣村の代表）と同格）になる（新湊市博物

館.1985:2001:128）。 
11 日本学士院のものは、石黒準太郎（1868-1927）の1913年の写本であり、さらに三上義夫（1875-1950）が再度写本

したものは、李儼に贈られ、現在、中国科学院自然科学史研究所にある。 
12 1796年（寛政８年）正月 17日、中田高寛が石黒信由に与えた『算法伝来』（「別伝」（日本学士

院.1954;1979.vol.vol.4:452）免許状）である（新湊市博物館高樹文庫蔵）。これによれば、関孝和（流祖）、荒木村

英（初伝）、松永良弼（二伝）、山路主住（三伝）、山路之徽（四伝）、藤田貞資（四伝）であり、中田高寛は五伝、石

黒信由は六伝になっている（新湊市博物館.1985:2001:5-6）。 

 
13 例えば、日本学士院蔵、『解見題之法諺解、正商之題図象一十六品』（1781年、藤田定資撰、中田高寛識）は、中田

高寛の直筆であるが、筆跡が一致している。 




